
業
務
旅
行
に
観
光
を
付
随
す
る
動
き

一
定
の
経
済
効
果
が
期
待

ＪＴＢ総合研究所が調査研究
進化し領域を拡大する日本人の国内旅行（）
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Ｊ
Ｔ
Ｂ
総
合
研
究
所
は
、
調
査
研
究
「
進
化
し
領
域
を
拡
大
す
る

日
本
人
の
国
内
旅
行
（
２
０
１
９
）
」
を
こ
の
ほ
ど
ま
と
め
た
。
社

会
や
人
々
の
意
識
の
変
化
を
踏
ま
え
て
国
内
旅
行
の
現
状
を
捉
え
、

人
口
減
少
が
進
む
中
で
の
日
本
人
の
国
内
旅
行
の
活
性
化
へ
の
ヒ
ン

ト
を
探
っ
て
い
る
。
同
調
査
を
抜
粋
し
て
紹
介
す
る
。

　
調
査
は
９
月

～

日
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
、
過
去
１
年
間
に
１
泊
以
上

の
国
内
旅
行
を
し
た

～

歳
の
男
女

２
０
６
２
人
に
行
っ
た
。

　
「
最
近
の
国
内
旅
行
に
つ
い
て
感
じ

る
こ
と
」
に
つ
い
て
聞
い
て
み
た
と
こ

ろ
、
見
え
て
き
た
の
は
、

代
を
中
心

と
す
る
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
、
ジ
ェ
ネ
レ

ー
シ
ョ
ン
Ｚ
（
ポ
ス
ト
ミ
レ
ニ
ア
ル
世

代
）
と
、
上
の
世
代
と
の
考
え
方
の
ギ

ャ
ッ
プ
だ
っ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
子
供
の

頃
か
ら
身
近
に
あ
っ
た
彼
ら
は
、
各
人

の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
人
と
の
つ
な

が
り
を
持
ち
、
今
後
の
行
動
や
消
費
に

影
響
を
与
え
る
世
代
と
し
て
世
界
的
に

注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
訪
日
外
国
人
旅
行
者
が
急
増
し
た
こ

と
へ
の
考
え
方
＝
図
１
。
「
混
雑
す
る

観
光
地
に
行
か
な
く
な
っ
た
（

・
２

％
）
」
「
自
然
環
境
が
悪
化
す
る
の
で

増
え
て
ほ
し
く
な
い
（

・
４
％
）
」

が
全
体
で
上
位
と
な
っ
た
が
、
こ
う
い

っ
た
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
意
識
は
年
齢
が
高

い
ほ
ど
上
が
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
一

方
、
「
日
本
の
良
さ
を
再
認
識
し
た
」

「
経
済
面
で
地
域
活
性
化
す
る
の
で
増

え
て
ほ
し
い
」
と
い
う
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

考
え
は
若
く
な
る
ほ
ど
高
い
傾
向
と
な

り
、
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
、
ジ
ェ
ネ
レ
ー

シ
ョ
ン
Ｚ
の
特
徴
を
表
し
て
い
る
と
言

え
る
だ
ろ
う
。

　
旅
行
資
源
の
多
様
化
＝
図
２
。
「
泊

ま
っ
て
み
た
い
個
性
的
な
宿
泊
施
設
が

増
え
た
（

・
９
％
）
」
「
乗
っ
て
み

た
い
観
光
列
車
が
増
え
た（

・
７
％
）」

が
全
体
で
は
上
位
と
な
っ
た
。
宿
泊
施

設
に
関
し
て
は

代
、

代
が
高
い
結

果
と
な
り
、
逆
に
観
光
列
車
は

代
、


代
が
高
く
、
年
代
で
違
い
が
出
た
。

ま
た
「
訪
れ
て
み
た
い
ラ
イ
ブ
や
イ
ベ

ン
ト
が
増
え
た
」
と
感
じ
て
い
る
人
は

全
体
で
９
・
２
％
だ
っ
た
が
、

代
、


代
に
、よ
り
高
い
傾
向
が
見
ら
れ
た
。

全
体
と
し
て
は
少
数
だ
が
、
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
目
的
と
し
て
旅
行
す
る
よ
う

に
な
っ
た
」
も

代
、

代
が
高
い
結

果
と
な
っ
た
。

　
旅
行
目
的
の
多
様
化
＝
図
２
。
名
所

旧
跡
巡
り
や
温
泉
な
ど
従
来
か
ら
あ
る

旅
行
目
的
の
他
に
思
っ
て
い
る
こ
と
を

聞
い
た
と
こ
ろ
、
「
あ
る
目
的
に
特
化

し
た
旅
行
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」
が

９
・
０
％
、特
に

代（

・
７
％
）、


代
（

・
１
％
）
が
高
い
結
果
と
な

っ
た
。
ま
た
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
発
信
を
目

的
に
旅
行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」
は
全

体
で
は
３
・
８
％
と
わ
ず
か
だ
が
、
や

は
り
若
い
世
代
が
高
い
傾
向
が
あ
り
、


代
は
８
・
７
％
と
な
っ
た
。

　
デ
ジ
タ
ル
化
の
影
響
＝
図
２
。
「
情

報
が
あ
ふ
れ
す
ぎ
て
ど
う
旅
行
先
を
選

べ
ば
よ
い
か
分
か
ら
な
い
こ
と
が
増
え

た
（

・
７
％
）
」
に
つ
い
て
は
、
年

代
別
の
差
異
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

い
旅
行
先
の
情
報
を
得
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
（

・
５
％
）
」
は
若
い
世
代

は
上
の
世
代
に
比
べ
、
か
な
り
高
い
傾

向
に
あ
り
、
代
で

・
４
％
だ
っ
た
。

一
方
で
、
わ
ず
か
だ
が
、
「
人
や
Ａ
Ｉ

な
ど
に
お
任
せ
し
て
楽
に
旅
行
先
を
決

め
た
い
と
思
う
こ
と
が
増
え
た
（
３
・

８
％
）」も
高
く
、
代
で
５
・
７
％
、


代
で
５
・
４
％
と
、
意
思
決
定
の
煩

わ
し
さ
を
感
じ
て
い
る
人
が
、
若
い
世

代
に
よ
り
多
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
若
い
世
代
を
中
心
に
「
泊
ま
っ
て
み

た
い
個
性
的
な
宿
泊
施
設
が
増
え
た
」

と
感
じ
て
い
る
割
合
が
高
い
こ
と
が
分

か
っ
た
。
そ
こ
で
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
宿
泊
施
設
に
関
心
が
あ
る
の
か
、

宿
泊
施
設
の
利
用
実
態
と
今
後
へ
の
意

向
を
聞
い
た
＝
図
３
。

　
「
今
後
の
利
用
を
増
や
し
た
い
」
と

い
う
割
合
が
、
「
過
去
１
年
間
に
利
用

し
た
」
の
割
合
を
超
え
て
い
る
も
の
を

み
る
と
、
「
温
泉
旅
館
」
「
シ
テ
ィ
ホ

テ
ル
」
「
民
宿
、
ペ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
」

が
上
位
だ
っ
た
。
新
し
い
形
態
の
宿
泊

施
設
に
関
す
る
利
用
意
向
を
み
る
と
、

全
体
で
は
「
都
市
型
旅
館
（
星
の
や
東

京
、
Ｈ
ｏ
ｔ
ｅ
ｌ
　
ｚ
ｅ
ｎ
　
ｔ
ｏ
ｋ

ｙ
ｏ
な
ど
和
モ
ダ
ン
を
コ
ン
セ
プ
ト
と

す
る
宿
）
」
が
高
く
、

・
７
％
だ
っ

た
。
年
齢
別
に
は
、
「
都
市
型
旅
館
」

の
利
用
意
向
は
、
特
に

代
女
性
と


代
男
女
で
高
く
、
「
テ
ー
マ
性
の
あ
る

宿
泊
施
設
（
泊
ま
れ
る
本
屋
な
ど
）
」

は

代
と

代
女
性
、
「
古
民
家
、
町

屋
」
は

代
女
性
で
高
く
な
っ
た
。


代
女
性
は
民
泊
を
除
き
、
全
体
的
に
ど

の
施
設
に
も
利
用
意
向
が
高
い
傾
向
が

あ
る
よ
う
だ
。

　
観
光
の
志
向
の
変
化
に
伴
い
、
地
域

と
旅
行
者
の
関
係
は
「
観
光
エ
リ
ア
で

の
旅
行
者
の
囲
い
込
み
」
か
ら
「
地
域

の
生
活
エ
リ
ア
で
の
交
流
や
触
れ
合

い
」
に
変
わ
っ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、

特
定
の
地
域
に
対
し
て
「
深
く
知
り
た

い
」
「
支
援
し
た
い
」
と
い
う
思
い
が

生
じ
、
旅
行
者
の
再
訪
意
向
が
高
ま
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に

代
を

中
心
と
し
た
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
や
ジ
ェ

ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
Ｚ
は
、
他
の
世
代
と
比

べ
て
こ
う
い
っ
た
意
識
が
高
い
こ
と
か

ら
、
消
費
者
と
し
て
の
旅
行
者
に
留
ま

ら
な
い
、
地
域
活
性
化
の
担
い
手
と
な

る
「
関
係
人
口
」
と
し
て
も
期
待
が
集

ま
る
。
こ
こ
で
は
「
拠
点
を
持
つ
」
こ

と
に
関
連
し
、
移
住
、
長
期
滞
在
、
二

拠
点
居
住
な
ど
へ
の
意
識
を
聞
い
た
。

　
全
体
と
し
て
関
心
の
あ
る
滞
在
の
形

態
と
し
て
は
、
「
二
拠
点
居
住
（

・

７
％
）」「
長
期
滞
在（

・
２
％
）」

が
上
位
と
な
っ
た
。
性
年
代
別
に
み
る

と
、
「
二
拠
点
居
住
」
は
男
性
の

～


代
で
高
く
、
「
長
期
滞
在
」
や
「
移

住
（
Ｕ
タ
ー
ン
）
」
は

代
、

代
の

男
性
で
高
い
結
果
だ
っ
た
。
総
じ
て
、

長
期
的
な
滞
在
に
関
し
て
は
、
女
性
よ

り
男
性
の
関
心
が
高
い
よ
う
だ
。

　
長
期
的
な
滞
在
を
し
た
い
理
由
と
し

て
高
か
っ
た
項
目
は
、
「
自
然
が
豊
か

な
と
こ
ろ
に
住
み
た
い
」
「
生
活
費
が

安
い
場
所
で
暮
ら
し
た
い
」
「
そ
の
場

所
が
好
き
だ
か
ら
」
な
ど
だ
っ
た
。

　
性
年
代
別
で
は
、

代
男
性
で
「
自

然
が
豊
か
な
と
こ
ろ
に
住
み
た
い
」
が

高
く
、

代
女
性
は
「
生
活
費
が
安
い

場
所
で
暮
ら
し
た
い
」
「
家
族
、
知
人

の
近
く
に
住
み
た
い
」
「
環
境
の
良
い

場
所
で
子
育
て
し
た
い
」
が
高
く
な
っ

た
。

代
男
性
は
「
第
二
の
仕
事
場
を

持
ち
た
い
」
「
環
境
の
良
い
場
所
で
子

育
て
し
た
い
」「
起
業
し
た
い
」な
ど
、

長
期
滞
在
先
で
仕
事
を
持
ち
た
い
、
と

い
う
意
識
が
み
ら
れ
た
。
長
期
的
な
滞

在
が
で
き
な
い
理
由
と
し
て
は
、
「
仕

事
が
な
い
（

・
６
％
）
」
「
今
の
仕

事
を
辞
め
た
く
な
い
、
辞
め
ら
れ
な
い

（

・
１
％
）
」
と
、
仕
事
関
連
の
理

由
が
上
位
だ
っ
た
。
「
な
ん
と
な
く
踏

ん
切
り
が
つ
か
な
い
」
は
男
女
と
も


代
で
突
出
し
て
高
く
な
っ
た
。
若
い
世

代
は
、
仕
事
の
問
題
さ
え
な
け
れ
ば
熟

年
世
代
よ
り
動
き
が
軽
い
よ
う
だ
。

　
次
に
、
業
務
旅
行
で
観
光
も
実
施
す

る
「
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
」
や
休
暇
中
に
業

務
を
実
施
す
る
「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

に
つ
い
て
詳
し
く
み
て
み
る
。

　
国
内
の
宿
泊
業
務
旅
行
の
実
施
中

に
、
付
随
し
て
実
施
し
た
旅
行
で
最
も

多
か
っ
た
の
は
、
「
名
所
旧
跡
な
ど
を

巡
る
観
光
旅
行
（

・
７
％
）
」
で
、

「
音
楽
や
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
参
加
な

ど
特
定
目
的
の
旅
行
（
５
・
８
％
）
」

「
家
族
友
人
訪
問
（
５
・
８
％
）
」
が

続
い
た
。
男
女
別
に
比
較
す
る
と
、
男

性
よ
り
女
性
の
方
が
付
随
し
た
観
光
を

実
施
し
て
い
る
割
合
が
高
い
こ
と
が
分

か
っ
た
。

　
過
去
１
年
間
の
間
に
業
務
旅
行
を
し

た
経
験
が
あ
る
人
に
対
し
、
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
に
つ
い
て
の

意
識
を
聞
い
た
結
果
で
は
、
全
体
と
し

て
は
「
仕
事
で
行
っ
た
旅
行
に
休
暇
を

付
け
ら
れ
れ
ば
、
も
っ
と
休
暇
が
取
り

や
す
く
な
る
（

・
５
％
）
」
の
回
答

が
「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
行
っ
た
先
で
す

る
仕
事
が
会
社
か
ら
業
務
と
し
て
認
め

ら
れ
れ
ば
、
も
っ
と
休
暇
が
取
り
や
す

く
な
る
（

・
０
％
）
」
を
上
回
り
、

ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
の
方
が
よ
り
休
暇
が
取

り
や
す
く
な
る
と
考
え
る
人
が
多
い
傾

向
と
な
っ
た
＝
図
４
。
し
か
し
年
齢
別

に
み
る
と
、

代
は
全
体
の
傾
向
と
は

異
な
り
、
「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
行
っ
た

先
で
す
る
仕
事
が
会
社
か
ら
業
務
と
し

て
認
め
ら
れ
れ
ば
、
も
っ
と
休
暇
が
取

り
や
す
く
な
る
（

・
１
％
）
」
が
最

も
高
く
な
っ
た
。

　
ま
た
、
フ
ル
タ
イ
ム
で
仕
事
を
し
て

い
る
人
に
対
し
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
の

旅
行
中
に
ど
の
程
度
、
仕
事
を
し
た
経

験
が
あ
る
か
を
聞
い
た
結
果
で
は
、
仕

事
を
し
た
（
合
算
）
の
割
合
は

・
１

％
と
な
り
、
約
３
割
の
人
は
何
ら
か
の

仕
事
を
し
た
こ
と
が
あ
る
、
と
回
答
し

た
＝
図
５
。ま
た
、内
容
に
つ
い
て
も
、

メ
ー
ル
の
チ
ェ
ッ
ク
や
電
話
連
絡
だ
け

で
な
く
、
書
類
作
成
な
ど
の
作
業
や
電

話
会
議
な
ど
、多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

　
過
去
に
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
ま

と
め
た
観
光
競
争
力
ラ
ン
キ
ン
グ
で
、

ビ
ジ
ネ
ス
旅
行
か
ら
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
旅

行
へ
と
つ
な
げ
る
取
り
組
み
が
課
題
と

さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
よ
う
に
、
日
本
で

は
業
務
に
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
つ
な
げ
る

こ
と
に
「
気
が
引
け
る
」
と
い
っ
た
風

潮
が
あ
っ
た
。
し
か
し
働
き
方
が
多
様

化
す
る
中
で
、
若
い
世
代
を
中
心
に
ブ

リ
ー
ジ
ャ
ー
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
広

が
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
調
査
結
果
か

ら
分
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
そ
の
よ
う
な

動
き
か
ら
、
今
後
の
観
光
旅
行
拡
大
の

可
能
性
を
考
え
る
た
め
、
今
回
の
調
査

結
果
と
「
旅
行
・
観
光
消
費
動
向
調
査

（
観
光
庁
）
」
の
デ
ー
タ
（
延
べ
旅
行

者
数
と
１
泊
当
た
り
の
消
費
単
価
）
を

元
に
、
延
べ
業
務
旅
行
に
付
随
し
て
観

光
旅
行
を
し
て
い
る
人
数
を
推
計
し
た

と
こ
ろ
、
延
べ
旅
行
者
数
は
１
４
７
２

万
５
千
人
（
延
べ
業
務
旅
行
者
の
約


・
８
％
）
だ
っ
た
＝
図
６
。
消
費
額
は

４
８
５
６
億
円
で
、
宿
泊
観
光
消
費
額

全
体
の

兆
３
９
５
億
円
の
３
・
７
％

と
な
っ
た
。
仮
に
、
延
べ
業
務
旅
行
者

数
の
半
数
が
観
光
を
実
施
し
た
場
合
の

消
費
額
は
７
６
２
５
億
円
（
プ
ラ
ス
２

７
６
９
億
円
）
と
な
る
。
今
後
、
業
務

旅
行
に
観
光
を
付
随
す
る
動
き
が
広
が

れ
ば
、
一
定
の
経
済
効
果
が
期
待
で
き

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
２
０
１
９
年
４
月
、
京
都
府
舞
鶴
市

の
赤
れ
ん
が
パ
ー
ク
に
「
Ｃ
ｏ
ｗ
ｏ
ｒ

ｋ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
　
Ｖ
ｉ
ｌ
ｌ
ａ
ｇ
ｅ
　

Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
」が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

「
仕
事
を
し
に
旅
に
出
る
」を
コ
ン
セ
プ

ト
に
し
た
こ
の
施
設
は
、「
働
く
」
と
い

う
行
為
を
通
じ
て
、
地
域
と
の
継
続
的

な
交
流
の
促
進
を
目
指
す
も
の
だ
。
こ

の
よ
う
な
地
域
で
の
「
観
光
」
を
超
え

た
交
流
を
促
す
試
み
も
増
え
て
い
る
。

　
本
文
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
若
い

世
代
を
中
心
に
、
「
暮
ら
す
」
と
「
泊

ま
る
」
「
出
張
」
と
「
観
光
」
が
ボ
ー

ダ
レ
ス
に
な
り
、
「
旅
行
」
の
概
念
は

広
が
り
つ
つ
あ
る
。
二
拠
点
居
住
の
よ

う
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
も
生
ま
れ
て
き

た
。
今
後
、
日
本
人
の
人
口
減
少
は
さ

ら
に
進
み
、
国
内
市
場
は
小
さ
く
な
る

と
考
え
ら
れ
る
が
、
「
旅
行
・
観
光
」

は
領
域
を
拡
大
し
、
市
場
を
広
げ
る
可

能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。


